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0.は じ め に
辱 先 にマルセ イユ大学で開発されたP rolog言 語 の イ ンタープ リタの移殖 を
報告 した 〔Su1〕 。 昨年 の春,こ のマ ルセ イユPrologシ ステ ムに,組 込み
述語の名前の英語化と,多 用されるコマ ンドの省略化 の改善を施 こして,Prolog
S(学 生 用 システム)を 作 り授業 に用 いた。
2年 間の授業で利用 しなが ら改良 を重 ね,カ ナ文字,英 小文字の利用 も可能
とな り,ほ ぼ,教 育用 システムと して実用で きる状態 とな ったので利用者か ら
見え るPrologSの 概略 を報告す る。
教育用 システム として は,ト レー ス機能が必須であ るが,も ともとマ ルセイ
ユPrologに は この機能 はっ けられて いず 授業 に お いて不 自由 して い る。 現
在 イン タプ リタの解読 を進めて いる最中で,来 年度中には トレース機能 をもっ
PrologSを 提供す る予定であ る。
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1.Prolog言 語と計算機教育
A.Prolog言 語の特徴
最近第5世 代コンピュータに関連 してProlog(プ ロローグ)言 語が新 しい
コンピュータの中核言語として話題になっている。アプリケーションから見た
この言語の特徴は次の2項 に集約されるだろう。
〔1)推 論機能を活用 した問題解決システムを容易に作れる。
② パターンマッチングによるリス ト処理と手続呼出 しを使って,記 号処理
を容易にする。
この2っ の特徴を利用して,計 算機の初等教育では従来高レベルの問題であっ
た文脈自由文法の構文解釈プログラムなどの作成が,き わめて容易に実習でき
るようになった。
B.計 算機利用法と教育の問題点
これまで,私 達が計算機を使う目的は高速に大量の処理をさせるためであっ
た。統計計算,給 与計算,銀 行のキャッシュサービスなどはそのような目的で
計算機を使っている。そのためのプログラムは,計 算が速く,正 確で,プ ログ
ラムの大きさができるだけ小さいことが望まれてきた。プログラマはこの目標
を達成するために努力を払ってきた。
高校 あるいは大学 の計 算機 教育 で は,FORTRAN,COBOLなどの手
続言語を用いて,計 算機に与えられる仕事を上手にこなすための計算機の動か
し方(命 令の書き方)を 教育 してきた。この教育はよくできる一部の学生を除
き,大 部分の学生にとっては,社 会に出たときに役に立つと考えて も,苦 業で
あったようぢ。この理由は明快である。プログラミングにおいて,知 的な創造
性が感 じられるテーマがなかったか らだ。高速に大量にという目標のために,
主役はプログラムであって,プ ログラムする人間ではなかった。
G新 しい計算機利用法とは
発想を転換しよう。計算機を用いて,知 的に楽しもう。プログラムを作るこ
とを遊びにしよう。そのために,テ ーマをアルゴリズムが固定 してしまってい
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る事務計算や統計計算から離し,ア ルゴリズムを問題にするようなテーマに変
えて,人 間の知的創造力を生かそう。それにはパズルやゲームのようなテーマ
が最適だろう。 この分野はまだほとんど未知の領域として残されたままになっ
ているQ
このようなデーマでの計算機利用法では,プ ログラマは存在 しない。プログ
ラムを作る人間はすべてアルゴリズムの探索者であり,主 役である。彼が生産
するのはプログラムでなくアルゴ リズムなのだ。
この目的で使われる言語の持っべき特性は,以 下のような項目が考えられる。
①解くアルゴリズムが未知でも問題をプログラムとして定義できること。
②論理計算,推 論ができること。
③記号処理にわず らわされないこと。
④バック トラック機能をもち自律的に解を求めうること。
⑤プログラムの変更が容易なこと。
⑥メタ操作,メ タ定義といった高次元の記述が可能なこと。
⑦プログラムの正 しさの証明が容易なこと。9
⑧システム開発が対話的に行なえる環境を持6て いること。
Prolog言 語は,こ れらの特性を持っているので十分プログラミングを楽 し
めるであろう。テーマと言語が変ったこの新 しい計算機利用法によって,プ ロ
グラミングの苦業が忘れられることを期待す る。またこの実践によって計算セ
ンターに集う学生達の多 くが良質のハッカー 〔sak〕として育つ ことも期待す
る。
2.PrologSの 文 法
構璋 図によ って,PrologSの 文法を示す。
0)コ マ ン ドー→ 頭部をもたない節
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1)プ ログ ラム
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L巨互]十⑯
2)プ ログ ラム節一 →
3)頭 部
4)本 体
頭部
昏
本体
述語の項
o-一 →
㊥ 一 →
頭部をもたない節
↓
↓
5)頭 部をもたない節
6)コ メ ン ト
7)述 語の項
o-一 一 述語の項 →
⑭_[〒 轟 〒L。一
曾
命題
述語
変項
8)命 題一一 一[}一 一一 一_一 一
・)述諭一一[亟 ト ー
10)項 定項
変項
関数
リス ト ー
引用文字列
、
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11)定項一 〔 瀦 ゴ →
12)変 項 ⑭一一
13)関数一痙 ト⑩」噛 ■ 、 →
14)リ ス ト
_臨ro⊥ ⑪
15矧 用文字列 一 ②習 〃を含まな・・すべての文字記号 ⊂)一 →
16)数値一[薗 コ ー一 ⊥ 一 一 一一一
17)名 前一 〔 →
18)予 約文字:(
19)記 号文字:〈
)来,"の5文 字 。
〉+一/?#@!&%=:;・ と$あ る い は¥(注2さ
20)名 前文字:英 字の大文字 と',さ らに英小文字 あるいはカナ文字(注3a
(注1)文 献 〔Mar〕 によれば,こ この名前は2文 字以上を使うことを奨めている。
(注2)記 号は端末装置によってはさらに使えるものがあるが,現 在の印刷装置にはそ
れらの記号がない。小文字のカナも印刷されない。
(注3)英 字の小文字とカナ文字は同時には使えない。通常端末装置は英字の小文字モー
ドになっている。これをカナモー ドに切換えるには,!T231Tと する。逆に英小
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21)・ で ない文字:名 前文字 と ・をのぞいた記号文字。 さ らに予約文字 と空白。
22)"を 含まないすべ ての文字 記号:名 前 文字 と記号文字,さ らに()米,
の4記 号 。
3.組 込み述語
『
PrologSの 組込 み 述語 を示 す 。 多 くは,マ ル セ イユProlog〔Su1〕
の言い換えであるが,新 しく定義 した述語 も多い。2年 間の教育実 習において,
PrologSの 組込 み述語 は期待 どう りの 効果 を上 げ たよ うであ る。 特 に綴 り
誤 りの減少 と,頻 発す る長 いコマ ン ド入力か らの解放 にお いて効果があ った。
Aプ ログラムの読込み
一TEXTINDCBF:10に 割 付 け られ たPrologプ ロ グ ラ ム を 読 み
込み コンパイルす る。
-TEXTREAD-TEXTINの 機 能 に 加 え て ,読 込 ま れ た フ。ロ グ ラ ム
を端末 に表示す る。文法 エラーのチ ェックに使 うとよい。
-TEXTK8Prologプ ロ グラム を端末 か ら直接 タ イ プ入 力 で き るよ うに
す る。Prologの 対話中に必要 になったプ ログ ラムをその都度 デ ータベ ー スに
登録 でき る。
B保 存 ファイルの作 成
一SAVEDCBF:30に 割付 け られ た フ ァ イル に現 在 の シス テ ム 状 態 を
保存 して 終了す る。 こうして出来 たファイル は,次 回DCBF:20に 入 力 フ ァ
イル と して割付 ける ことによって,保 存 した時点か ら再開で きる。
CPrologSシ ステムの停止
rSTOPシ ステムは正常終了す る。
D文 字の入 カ
ーAIN(米X)入 力バ ッフ ァ中の最初 の1文 字が 来Xで あ る。
-BlN(来X)入 力バ ッフ ァ中 の スペー ス以外 の 最初 の文字 が来Xで あ る。
(例)?-BIN(来X)-AIN(米Y)-BIN(米Z)改行
文字モー ドにもどすのは,!T231Mと する。
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一〇UTP(来X.米Y.来Z.NIL).改 行
?△ △1△ △2改 行 ・…ご入力データ
1△ ・△△△ ・△2△ ・△NIL… …結果
(△ は空 白を表わす)
E文 字,項 の出カ
ーCOUT(来X)
-SOUT(米X)'
す る。
-SOUTP(来X)-SOUT(来X)の 後一PRINTす る。
-OUT(米X)項 来Xの 値を適当な書式で出力バ ッフ ァに出力す る。
-OUTP(来X)-OUT(米X)の 後 ,-PRINTす る。.
-PRINT出 力バ ッフ ァの内容を表示す る。 改行の 目的 にも使われ る。
(例)?-COUT(0)-COUT(T)-SOUT("ARU")改行
?-PRINT.
OTARU
F算 術計算の述 語
一ADD(米X ,来Y,来Z)米Zは 来X+米Yで あ る。
-SUB(来X,来Y,来Z).米Zは 来X一 米Yで あ る。
-MULT(来X ,来Y,来Z)来Zは 来X× 来Yで あ る。
-DIV(米X,来Y,米Z)米Zは 来X÷ 米Yの 商で あ る。
-MOD(来X ,米Y,米Z)
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内容が1文 字である来Xの 値を出力バ ッフ ァに出力する。
内容が引用文字列である来Xの 値を出力バ ッファに出力
来Zはmod(来X,来Y)で ある。
数値 の'計算 はすべ て,正 の整 数 の範 囲で行 なわ れ る。ADDの 代 りにPLU
Sを 用いて もよい。
G比 較判定 の述語
一H(来X ,来Y)米Xは 来Yよ り小 さい。2っ の数値 の比 較,あ るい は 』
2つ の文字の比較ができ る。文字 の比較はEBCDICコ ー ドの順で ある。
-LE(来X ,来Y)米Xは 米Yよ り小 さいか,等 しい。
-EQ(米xl来Y)来Xは 来Yと 項の形式が一 致す る。
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一A正PHABETIC(米X)来Xは 一 文 字 の 英 大 文 字 で あ る。ETT
ER(来X)も 同 じ。
-NUMERIC(来X)来Xは1文 字 の数字で ある。
H特 殊文 字を取出す述語
一肌ANK(米X)米Xは 空 白。 一正PAR(米X)来Xは(。
-STAR(米X)米Xは 来。-RPAR(来X)米Xは)。
-COMMA(来X)米Xは ・,。 ・-DQUOTE(来X)米Xは"。
(良 い例)
?-BIN(米X)-STAR(米Y)-EQ(来X,半Y)改行
?-SOUTP("EQdesu").改 行
?米 改行 ……来の入力
EQdesu
(悪 い例)
?-BIN(来X)-EQ(来X,米)改行
一SOUTP("耳Qdesu").改 行
な るプ ログ ラムは文法違反(SYNTAXERROR)と な る。
1デ ー タベー ス操作の述語
Prologに おいて,デ ータベー スは非常に特徴的な存在 であ るので,少 し説
明 して お く。Prolog言 語は,デ ータ もプ ログ ラム も区別せ ず,デ ー タベ ース
とい う場所に記憶す る。データベース操作 とい うのは,こ のデータベ」 スへ の
書込 み,書 替え,消 去に関す る もので ある。 これ を簡単 な例で示 そう。
ス キー場 の情 報 と して,INF(ニ セ コ),INF(フ ラノ)な る述 藷 が デ ー
タベ ースに書込 んであると しよ う 〔表1〕 。 これに対 し,新 しい情報 を追加 す
る方 法 に2通 りある。
(イ)上 か ら追加 す る方法 〔表1〕 ・一 → 〔表2〕
?-INSERT(INF(ヒダカ)).
(ロ)下 か ら追加す る方法 〔表2〕 一 → 〔表3〕
?-INSERTC(INF(オタル)).
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こうして記録 されたデータベースを書替え るには,一 旦消去 して,追 加す る
方 法 しか な い。 この消 去の方 法 は,DELETEを 使 って い る。 次 の よ うに す
ると,〔 表4〕 とな る。
?-DELETE(INF(ヒダカ)).
〔表3〕 で,ニ セ コの情報 を消す ために,
?-DELETE(INF(ニセコ)).
とす ればよいよ うに考 え られ るが,こ れは許 されて いない。 それで も～ どうし
て も消 したいのであれば,2回 消 して,最 初 の節 を再び書込んでおけばよいの
で,次 の コマ ン ド'
?-DELETE(INF(来X))-DELETE(INF(ニセ コ))
-INSERT(INF(米X)),
によって,〔 表3〕 はニ セ コだ けが 消 え る。
〔表1〕 〔表2〕
+INF(ニ セコ).+INF(ヒ ダカ).
+INF(フ ラノ)。+INF(ニ セコ).
+工NF(フ ラノ).
〔表3〕 〔表4〕
十INF(ニ セ コ).
+INF(フ ラノ).
+INF(オ タ ル).
〔表5〕
+INF(ヒ ダ カ),
'
十INF(ニ セ コ)。
+INF(フ ラノ),
+INF(オ タ ル)。
+INF(ト ー キ ョ ウ).
+INF(パ リ).
十INF(ワ シ ン トン).
上書 き特性 を もっ書込 みが あ る。 それ は述語INFを す っか り書 きな おす た
めの もので,次 のようにす る。
?-INSERTB(INF(ト ー キ ョ ウ))-INSERTB(INF(パ リ))
改行
?-INSERTB(INF(ワ シン トン)).
このとき,今 までの情 報 〔表4〕 がす っか りな くな り,『 〔表5〕 のよ うにな る。
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これを上書き特性という。書込みの順序は下からである。同一 コマ ンドの中で
は上書き特性を持たないが,コ マンドが変わると上書き特性を持つ。
一lNSERT・(来X)米Xは,頭 部 のみ の節 とす る。 この関数名 と同 じ名
前で始まる節がデータベース中にあれば,そ の上に書込ま典る。なければ,来X
の内容のみが適当な場所に書込まれる。
-iNSERTB・(来X)米Xは 頭 部 の み の 節 と す る 。-INSERTC
(来X)と 同じ機能を持った上に,上 書き特性を持つ。
一豆NSERTC(米X)米Xは 頭部 のみ の節 とす る。 この関数 名 と同 じ名
前で始まる節がデータベース中にあれば,そ の下に書込まれる。なければ,
米Xの みが適当な場所に書込まれる。
-D肌ETE(来X)米Xは 頭部のみの節 とす る。 この関数名 と同 じ名前
で始まる節がデータベース中にあれば,そ の最上部の節 とパ ターン照合され,
これが成功のとき相手の節がデータベースから消去される。
以上の頭部だけの節以外に,本 体をもつ節に対す るデータベース操作が可能
である。
-INSERTL(米X)
-1NSERTI、B(米X)
-INSERTLC(来X)
-D肌ETEL(来X)こ の4っ の述語は,上 記の4っ の述 語にそれぞれ対
応 した機能をもつ。本体をもつ節を対象にするので,来Xの 書き方が異なるか
ら説明しよう。節は次の文法で示されるリス ト表現で表わされる。
節のリ・・一㊥一⑩一述語の項 ①o-o一 ⑩ 述語の項 一①o一 ⑭ 一
(例)+DATA(米X)-OUTP(米X).の リ ス ト表 現 は,+(DATA
(来X)).一(OUTP(来X)).N皿、
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一D丑FREEデ ー タベー スの残 り量 を4バ イ ト(1語)単 位で 表示 す る。
データベ ースは有 限であり,消 去 によ って記録を消 して もその部分 は再使用 さ
れ ないので,空 きエ リア鳳減 って くる。 これをチ ェックす るの に役立つ。
」 名前,関 数の分解
一UNIFY(米X,米Xl来Xが 名 前 も し くは 関 数 な ら,来Yは そ の分解
され た リス トで ある。
(例9?-UNIFY(atom,来y)-OUTP(米y).改行
(a.t,o.m.NIL).NIL
?一 ・UNIFY(来x,(C.U.P.NIL).NIL)-OUTP(米X).
改行 、
CUP
?-UNIFY(Fun(pa,米X),来Y)-OUTP(来Y).改行 馳
(F.u。n.NIL).pa.来X1.NIL
この述語は,ひ とま とま りの名前 を各文字 ご とにバ ラバ ラに して,そ の名前
の組立 てを調べ たり,・リス トか ら新たな名前 あ るいは関数 を作 り出す ことに用
い られ る。
K制 御のた めの カ ッ ト述 語
一/カ ッ ト(cut)操 作 を行 なう。つ ま り証 明が この述語 まで到 達 して,次
の述語 で失 敗 した とき,こ のカ ッ トを含む節 を呼出 した述語 を失敗す る。 この
機能 は無駄なバ ック トラックを省 くために用 い られ,様 々な トリッキーなプロ
グラ ミングを可 能にす るが,そ れだけプログラムを不透明 にす る。現在 の とこ
ろこのカ ッ トのみがPrologの 唯一の制御(注4)に なって いる。
カ ッ ト操作 を 〔図1〕 で説 明 しよう。(イ)の 節でaは(ロ)に よって成
功 した としよ う。次 にbが チェックされ る。 このbは(二)の 節 を呼 出す 。
そ こで,ま ずcが 成功 し.次 にdが チェ ック され たが,こ れが 失敗 した と
す る。dは カ ッ トの直後 だか ら,カ ッ ト操作が実行 され る6つ まり(イ)の わ
(注4)Prologイ ンタプリタでは一/(来X)の 形のカットも許されているが,利 用者文
法では許されていない。[Su工]。
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が 失 敗 さ せ られ,aの や り な お し に な り,(ハ)の 節 が 呼 出 さ れ る 。 こ こ で 省
か れ た バ ッ ク ト ラ ッ ク と は,(二)のcの バ ッ ク ト ラ ッ ク と,bの バ ッ ク ト
ラ ッ ク つ ま り(ホ)の 呼 出 し で あ る 。
〔イ}…-a-b-…
(ロ)十a-…
ひ・9十a-…
←→+b-c-/-d-e・ ● ●
6ホ〕+b-…
〔図1〕 カ ッ ト操 作 の例
正 項を述語 として実行する
一来X変 項来Xが 述語と解釈されて実行される。 これは文法7')』で示されて
いるもので,米Xの 内容が命題もしくは述語とみなされ るものだか ら,来Xの
ロ
値 は,名 前か関数であ るべ きだ。
(例)述 語NOT(来X)の 定義
+NOT(米X)一 米X-/-FAIL.
+NOT(来X)。 ・
NOTは 述 語理 論の 中で は,最 も基本 的な 機 能 で あ るが,PrologSで は,
この例の ように利用者 自身で定 義す る必 要が ある。
来Xを 述語 として 実行 でき る機 能は,プ ログ ラム作成中 には不定で あ った コ
マ ン ドを動的に決定 し実行 でき るとい う高い レベル のプログラ ミングを可能 と
してい る。
4.PrologSシ ステ ムの 使 い方
A.シ ステムの構成
PrologSの イ ンタプ リタの 実行 モ ジュ ール をP@と す る。 これ の入 出力D
CBは,F:5,6,10,・20,30であ る。 これ らの使 い方 を 〔表6〕 に示す 。
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〔表6〕prologSイ ンタ プ リタのDCB
DCB 入出力 内 容 ファイルの略称
F=5 入 力 キ ー ボ ー ド入 力
F:6 出 力 端末装置への表示
F:10・入 力 利用者が定義するprolog
プログラム(エ ディタで作 られる)
UT
F;20 入 力 システム定義の初期データ SD
F=30 出 力 システム状態保存データ UD
BPrologSシ ステムの起動 法
PrologSシ ステムは共 用 フ ァイル に入 って い るので,当 大 学計算 セ ンター
利用者 な ら誰で も利用 できる。必要 なら詳細 なマ ニ ュアル 〔Su2〕 が計算 セ
ンターに用意 されて い る。
ジョブ コマ ン ドは,『次 の2通 りで ある。
11)!PROLOGS.PAP
〔2)!PROLOGF.PAP
どち らの コマ ン ドもDCBF;5とF:6は 既定値 で あ る端末装 置 に設定
されて いるが,F:10と 甘:30は 必要 なら利用者の責任 で ジ ョブ コマ ン ドを起
動 させ る以前 に!SETに よって設定 しなければな らない。
2っ の ジ ョブ コマ ン ドは,F:20の 設 定が 異 な って い る。!PROI.OGS.
PAPで は,シ ス テム が 自動 的 にSDフ ァ イル を 設 定す るが,!PROLOGF.
PAPは 利用者が設定す るように して ある。
利 用 者がF:2qの 設定 を可能 とす るため にPrologの 組込 み 述 語の 中 の
一SAVEを 使、って,SDと 同 じ形 式 の フ ァイ ルUDを 作 れ るよ うに な って い
る。 こ う して作 っ たUDフ ァイル をF:20に 設 定す れ ば,!PROLOGF.
PAPに よって,PrologSシ ステ ムを使 うことがで きる。次 に ジ ョブ コマ ン
ドの例を示 してお く。
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、
(例1)プ ログラムを用意 しない場合
!PROLOGS.PAP
prologSの 禾嘔用
プ ログ ラム は?-TEXTKB。 と して入 力 可 能
(例2)プ ログラムをTEXTフ ァイルに用意 した場合
!SETF:10/TEXT;IN
!PROLOGS.PAP
prologSの 利 用
?-TEXTREAD.な ど でTEXTを 読 み込 ん で使 う
(例3)(例2)で さらに,prologの 利用を中断
して,状 態をUDフ ァイルに保存する場合
!SETF:10/TEXT;IN
!SETF:30/UD;OUT;SAVE
!PROLGS.PAP
prologSの 利 用
?-SAVE.と す る とUDが 作 られ て 終 了す る
(例4)(例3)の 中断時点から再開する場合
!SETF:20/UD;IN
!PROLOGF.PAP
prologSの 利 用
この とき(例3)で 読 込 ん だTEXTの 内容 は覚
え て い る の で,再 び 読 む 必 要 は な い。
そ の他,バ ッチ利 用 も可 能 〔Su2〕 で,-HELPコ マ ン ドも用 意 した。
C利 用上 の注意点
(1)端 末装置か らの入力
プ ログラム,コ マ ン ドなどの レコー ドの長 さは,80文 字以 内にす ること。当
大学 の端末装置 どは1行 の表示が80文 字以 内だか ら,概 ね2行 に渡 らないよう
に1行 中 に改行(RETURN)キ ー を押 す よ うにす れば よ い。 従来 この長 さ
は69文 字であ った。
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② データづ一スゴ リアの管理
COSMO7001型 は1万5千 語 中 残 り 約7千 語 で,COMO700S型は,
5万 語 中残 り約4万2千 語 で あ る。 組込 み述語DBFREEに よ って,残 量 が
わか るよ うにな った。 文字列 は非常に多 くのエ リアを消費す るので注意。
13)2引 数述語の利用上 の注意点
文法13)に よれば,関 数 は項 を引数 と して持て る。 その項は文法10)に よれ
ば,関 数であ って もよい。 ところが,2引 数述語の場合 この項 として使われる
と構文 エ ラー と実行 エ ラーを起 こし奇妙 な結果 にな る。 このよ うな使い方 が必
要な場合には,3引 数述語 として形式的に定義 しておけば,こ れを回 避で きる。
この欠 陥は もともとマル セイユPrologの 構文上 の虫であ る 〔Mar〕 。
(例)P2が2引 数述 語であるとき,こ のP2が,他 の述語に出て くる場 合が,
この場合 に当る。
+P2(米X,米Y)一 …一●●・
+…-FUN(P2(米Z,米Y)米X)▽ …
さ ら に,
ま し い 。
2引 数述語の場合,そ の名前は2文 字以上を使うこと 〔Mar〕 が望
5.む す び
今 回 は,PrologSの 報 告 に加え て,計 算機 教 育 とPrologの 関係 につ い
て述べ た。PrologSの シス テムの 報告 は次 回に行 な いた い。Prologに っ い
ては,か な り以前 に中島 〔Na1〕 が報告 して いるが,多 くの解説 書 は最近 の
ものであ る。Prologプ ログ ラ ミング につ い ては,〔Na2〕,〔Na3〕,〔Clo〕,
問 題解 決 シス テムや そ の原理 につ いて は,〔Kow〕,〔Shi〕,〔Su3〕 が 参考
にな るだ ろう。今後数年で,ProlQ9に ついての本が,さ らに多 く出版 され,
学習 に便利に なると思われ る。
今回述べ ることがで きなか ったPrologプ ロ グラ ミン グが 持っ 様 々な利点
(特 に非手続的定義,論 理変数 を導入 しての後追い評価,入 力出力を区別 しな
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いことなど)に っいて,ま とまりしだい報告 したい。特に問題の解法を直接与
えないでプログラムを作れて,そ れで も答を出すというPrologの 不思議な魅
力は教育上好ま.しいと思われる。
〔Clo〕
〔Kow〕
〔Na1〕
〔Na2〕
〔Na3〕
〔Mar〕
〔Sak〕
〔Shi〕
〔Su1〕
〔Su2〕
〔Su3〕
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